
 効能、効果又は性能
根治切除及び化学放射線療法の適応とならない食道癌

 用法及び用量又は使用方法
放射線療法との併用において、通常、成人には1回あたり1mL（1×1012vp）を概ね2週間間隔で
計3回、上部消化管内視鏡下で腫瘍内投与する。
腫瘍の大きさ・数によって1回あたり2mL（2×1012vp）まで増量することができる。

 承認番号・承認年月日

 備考

近日発売のお知らせ

2026年6月

謹啓
時下、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
さて、このたび、富士フイルム富山化学株式会社が販売を予定しております遺伝子発現治療製品
「テロメライシン®注」（一般名：スラタデノツレブ） について、製造販売元のオンコリスバイオファーマ
株式会社が製造販売承認を取得いたしましたので、ここに謹んでご案内申し上げます。
現在発売に向け、鋭意準備を進めております。
今後とも、格別なるご支援を賜りますようお願い申し上げます。

謹白

製品名 承認番号 承認年月日

テロメライシン®注 30800FZX00007000 2026年6月8日

貯蔵方法 －80℃±10℃で保存
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